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緊張感を持った取り組みを
（写真は上下水道局庁舎）

一　
ご
み
処
理
基
本
計
画
に
つ
い
て

問　
ご
み
処
理
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、

平
成
38
年
度
か
ら
は
だ
の
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
１
施
設
体
制
へ
移
行
す
る
が
、

ご
み
減
量
な
ど
が
進
ま
な
い
中
、
市
民

の
意
識
改
革
を
ど
う
す
る
の
か
。

答　
草
類
の
資
源
化
の
開
始
に
併
せ
、

全
自
治
会
を
対
象
に
減
量
説
明
会
を
行

い
、
各
自
治
会
に
対
し
て
も
、
ご
み
の

減
量
と
分
別
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
く
。

二　
周
産
期
医
療
体
制
の
充
実
に
つ
い

て問　
多
く
の
妊
婦
が
市
外
で
の
出
産
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
中
、
安
心
し
て

出
産
で
き
る
場
所
の
確
保
や
産
後
ケ
ア

施
設
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
が
ど
う
か
。

答　
個
人
診
療
所
規
模
の
産
科
開
設
の

可
能
性
も
探
り
、
市
内
で
分
娩
で
き
る

一　
水
と
み
ど
り
を
守
る
た
め
の
施
策

に
つ
い
て	

問　
本
市
の
宝
で
あ
る
水
と
み
ど
り
を

次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
現

代
に
生
き
る
人
間
が
果
た
す
べ
き
責
任

と
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
全
国
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
「
丹
沢
の
ヒ
ノ
キ
」
を
手
本
に
、
今

後
も
適
正
な
森
林
整
備
に
取
り
組
み
、

秦
野
の
森
林
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の

人
に
伝
え
て
い
き
た
い
。

二　
自
治
会
加
入
率
の
低
下
問
題
に
つ

い
て	

問　
自
治
会
役
員
が
担
う
仕
事
量
が
膨

大
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
任
の
選
出
に

一　
市
長
の
経
済
政
策
に
つ
い
て

問　
安
倍
政
権
に
な
り
、
数
値
が
高
い

ほ
ど
生
活
が
貧
し
い
と
さ
れ
て
い
る
エ

ン
ゲ
ル
係
数
が
４
年
連
続
上
昇
し
、
本

市
で
も
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
で
年

収
２
０
０
万
円
以
下
の
世
帯
は
64
％
に

上
る
。
市
長
は
、
大
型
公
共
工
事
を
抑

え
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
市
民
を
豊
か

に
す
る
政
策
を
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答　
一
自
治
体
の
政
策
で
カ
バ
ー
で
き

る
問
題
で
は
な
い
が
、
政
策
の
根
本
は

市
民
の
喜
び
、
幸
せ
の
実
現
で
あ
る
。

二　
平
和
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　
施
政
方
針
で
は
、
子
育
て
が
し
や

す
く
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
の
実
現
と
あ
る
。
市
民
の
人
権
を
侵

害
さ
れ
か
ね
な
い
共
謀
罪
の
導
入
に
対

す
る
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
国
会
で
の
議
論
が
あ
る
た
め
発
言

は
差
し
控
え
る
が
、
引
き
続
き
市
民
の

安
全
・
安
心
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

三　
本
市
の
行
革
推
進
に
つ
い
て

問　
職
員
を
削
減
し
続
け
た
結
果
、
人

口
１
万
人
当
た
り
に
対
す
る
職
員
数
は

県
内
で
最
低
の
水
準
で
あ
る
。
ま
た
、

平
28
陳
情
第
19
号　
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー

ク
野
球
場
の
使
用
料
を
現
行
ど
お
り
と

す
る
陳
情

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
採
決
の
結
果

一　
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　
平
成
29
年
度
予
算
で
は
、
本
市
の

基
盤
整
備
に
多
く
の
財
政
支
出
を
伴
う

が
、
健
全
財
政
維
持
に
向
け
た
取
り
組

み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
29
年
度
は
、
28
年
度
を
上
回
る
赤

字
額
と
な
る
が
、
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
５
年
間
で
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
の
黒
字
化
を
目
指
す
。

二　
豊
か
な
自
然
・
良
好
な
住
環
境
づ

く
り
に
つ
い
て

問　
①
超
高
齢
社
会
に
お
い
て
安
心
し

て
生
活
で
き
る
地
域
包
括
ケ
ア
・
プ
ラ

ス
・
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
築
の
考
え

は
、
②
東
海
大
学
前
駅
北
口
に
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
設
置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
①
生
活
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
維
持
す
る
都
市
構
造

へ
の
転
換
を
目
指
し
、
進
め
た
い
。
②

設
置
場
所
確
保
な
ど
の
課
題
が
あ
る
た

平
28
陳
情
第
17
号　
私
学
助
成
の
拡
充

の
た
め
国
に
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

陳
情

▼
願　
意

　

私
立
学
校
に
通
う
生
徒
・
保
護
者
の

学
費
負
担
を
軽
減
す
る
な
ど
、
私
学
助

成
の
充
実
を
図
る
よ
う
、
国
に
意
見
書

を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

平
28
陳
情
第
18
号　
私
学
助
成
の
拡
充

の
た
め
神
奈
川
県
に
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情

▼
願　
意

練
を
充
実
し
、
総
合
防
災
訓
練
を
参
加

者
が
一
定
の
責
任
と
役
割
を
果
た
す
参

画
型
訓
練
に
す
る
な
ど
、
多
く
の
市
民

が
参
加
し
た
い
と
思
え
る
よ
う
工
夫
し
、

自
助
・
共
助
の
大
切
さ
を
広
め
て
い
く
。

五　
認
知
症
対
策
に
つ
い
て

問　
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
、
認
知
症

予
防
と
と
も
に
、
※
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
人
の
早

期
発
見
と
予
防
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
認
知
症
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
認
知
機

能
の
評
価
シ
ー
ト
を
組
み
込
み
配
布
し
、

早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
。
ま
た
、
早
歩

き
や
※
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
を
予
防
事
業
な

ど
の
中
に
取
り
入
れ
普
及
に
取
り
組
む
。

の
よ
う
か
。

答　
①
今
後
調
査
研
究
し
た
い
。
②
不

足
し
て
い
る
通
級
指
導
教
室
の
設
置
に

つ
い
て
、
県
に
要
望
す
る
。

四　
安
全
・
安
心
で
人
と
の
絆
を
大
切

に
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
①
介
護
人
材
の
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
は
、
②
今
後
、
居
宅
介
護
を
進

め
る
た
め
、
24
時
間
定
期
巡
回
・
随
時

対
応
型
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
は
、

ど
の
よ
う
か
。

答　
①
認
定
ヘ
ル
パ
ー
研
修
で
介
護
人

材
の
確
保
を
図
る
。
②
次
期
の
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

五　
に
ぎ
わ
い
と
交
流
を
創
出
す
る
地

域
経
済
活
性
化
に
つ
い
て

問　
市
内
経
済
の
好
循
環
の
た
め
、
全

市
を
あ
げ
た
地
産
地
消
の
市
民
意
識
を

高
め
る
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
市
民
が
市
内
で
購
入
し
た
く
な
る

有
効
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、

教
育
の
機
会
均
等
を
図
る
た
め
、
継
続

的
に
私
学
助
成
の
拡
充
に
努
め
る
よ
う
、

国
と
神
奈
川
県
に
意
見
書
を
提
出
す
る

も
の
。

▼
採
決
の
結
果　

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
有

識
者
か
ら
な
る
妊
娠
・
出
産
包
括
支
援

事
業
検
討
会
を
設
置
し
、
産
後
ケ
ア
施

設
の
誘
致
を
粘
り
強
く
進
め
る
。　

三　
小
児
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
に

つ
い
て

問　
義
務
教
育
を
受
け
る
全
て
の
子
ど

も
が
、
必
要
な
医
療
を
平
等
に
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
さ
ら
な
る
制
度
の
拡
充

を
望
む
が
、
今
後
の
展
開
は
ど
う
か
。

答　
持
続
可
能
な
制
度
と
す
る
た
め
、

一
部
負
担
金
の
導
入
や
助
成
対
象
の
拡

大
な
ど
、
調
査
・
検
証
し
て
い
き
た
い
。

四　
災
害
対
策
に
つ
い
て

問　
防
災
力
を
高
め
る
た
め
、
災
害
時

の
生
き
残
り
訓
練
が
必
要
だ
が
、
市
民

の
意
識
を
変
え
る
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
各
家
庭
で
の
命
を
守
る
た
め
の
訓

苦
労
す
る
事
例
が
多
い
。
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

行
政
側
か
ら
負
担
軽
減
策
の
指
針
を
示

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
市
内
に
は
約
２
４
０
の
単
位
自
治

会
が
あ
る
が
、
組
織
の
規
模
や
地
域
性

の
違
い
な
ど
も
あ
り
、
統
一
的
な
指
針

を
示
す
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

意
見　
統
一
的
な
指
針
は
現
実
的
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
負
担
軽
減

策
を
提
示
し
、
選
択
し
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
各
自
治
会
が
負
担
軽

減
に
向
け
考
え
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る

こ
と
が
今
は
求
め
ら
れ
て
い
る
。

三　
生
活
保
護
関
連
業
務
に
つ
い
て　

問　
全
国
的
に
生
活
保
護
費
の
不
正
受

給
問
題
が
注
目
さ
れ
て
い
る
中
、
担
当

職
員
は
神
経
を
す
り
減
ら
し
て
い
る
。

現
場
任
せ
に
せ
ず
、
全
庁
的
に
支
援
す

る
体
制
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
受
給
者
と
直
接
向
き
合
う
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
の
役
割
は
、
大
変
重
要
で
あ

る
。
今
後
も
職
場
環
境
や
職
員
の
健
康

管
理
に
留
意
し
、
生
活
保
護
の
適
正
実

施
に
向
け
た
体
制
を
整
え
て
い
く
。

過
労
死
ラ
イ
ン
と
さ
れ
る
１
カ
月
の
残

業
時
間
が
80
時
間
を
超
え
た
延
べ
人
数

は
５
年
間
で
２
３
９
人
、
心
因
性
疾
患

に
よ
る
休
職
職
員
は
60
人
に
上
り
、
長

時
間
労
働
が
増
え
た
こ
と
が
影
響
し
て

い
る
と
考
え
る
が
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
長
時
間
労
働
す
る
職
員
が
い
る
こ

と
は
事
実
で
あ
る
。
健
康
管
理
を
す
る

上
で
、
重
要
な
課
題
と
し
て
対
応
す
る
。

四　
上
下
水
道
事
業
等
に
つ
い
て

問　
公
共
下
水
道
使
用
料
の
徴
収
漏
れ

の
消
滅
時
効
に
よ
り
請
求
で
き
な
い
約

３
５
２
０
万
円
の
責
任
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
再
発
防
止
に
緊
張
感
を
持
っ
て
取

り
組
む
こ
と
が
責
任
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

委
員
会　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）　

　

本
会
議　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

平
29
陳
情
第
１
号　
平
成
29
年
度
か
ら

特
別
徴
収
税
額
の
決
定
・
変
更
通
知
書

に
納
税
義
務
者
の
個
人
番
号
を
記
載
す

る
件
に
関
す
る
陳
情

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）　

　

本
会
議　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

め
、
実
現
の
可
能
性
を
検
討
し
た
い
。

三　
未
来
に
つ
な
ぐ
出
産
・
子
育
て
に

つ
い
て

問　
①
子
ど
も
の
貧
困
は
未
来
に
連
鎖

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
実

態
は
、
②
特
別
支
援
教
育
が
必
要
な
児

童
・
生
徒
の
増
加
に
伴
い
、
※
通
級
指

導
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
ど

　

私
学
助
成
の
抜
本
的
な
改
善
に
よ
り

保
護
者
の
学
費
負
担
を
軽
減
す
る
な
ど
、

私
学
助
成
の
充
実
を
図
る
よ
う
、
神
奈

川
県
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
採
決
の
結
果　

　

本
会
議　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

議
提
議
案
第
２
号　
国
に
私
学
助
成
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て議
提
議
案
第
３
号　
神
奈
川
県
に
私
学

助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

緑
水
ク
ラ
ブ　
　
木 

村　
眞 

澄

未
来
に
向
か
っ
て
輝
き

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
秦ま
ち野
へ

創
秦
ク
ラ
ブ　
　
加 

藤　
　
剛

自
治
会
加
入
率
向
上
の
た
め
に
も

自
治
会
役
員
の
負
担
軽
減
策
を

日
本
共
産
党　
　
露 

木　
順 

三

市
長
は
職
員
を
増
や
し

過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
労
働
を
是
正
せ
よ

公  

明  

党　
　
横 

山　
む
ら
さ
き

秦
野
市
の
未
来
に

希
望
ゆ
き
わ
た
る
施
策
を

多くの市民が参加したいと思う総合防災訓練へ
（写真は平成28年度の様子）

東海大学前駅北口にエレベーター設置が望まれる

※MCI…認知機能のうち一つの機能に問題が生じているが、日常生活には支障がない状態
※コグニサイズ…国立長寿医療研究センターが開発した、運動と認知課題（計算、しりとりなど）を組み合わせた認知症予防を目的とした取り組みの総称
※通級指導…通常学級に在籍しながら、必要に応じて別室などで授業を受けること

用語解説

陳

・
意

情

見

書

私
学
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
を

国
と
神
奈
川
県
に
提
出

不
採
択
と
な
っ
た
陳
情

配
付
に
留
め
た
陳
情

平
29
陳
情
第
２
号　
年
金
の
毎
月
支
給

を
実
現
す
る
よ
う
国
に
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情

秦野の森林の素晴らしさを全国へ




